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1. はじめに
近年，MPEGフォーマットの動画像の増加により，様々

な帯域の混在するネットワーク上で MPEG動画像のリア
ルタイム伝送が行われている．そこで，すでに符号化され
たストリームをネットワークに適したフォーマットへ変換
するトランスコーディングに関する研究が注目されている．
従来のビットレート削減トランスコーダは，動画像を伝

送帯域に適したビットレートに変換するための再圧縮処理
器であり，ビットレート削減に伴う画質の劣化は全体に一
様であった．
動画像配信を効率的に行うという観点において，画質は

最も重要な要素の一つである．ビットレートの削減に伴い
画質も全体に劣化してしまうのでは，画像符号化方式とし
て効率的ではない．ビットレートの削減を行う過程で，ユー
ザの興味領域 ROI（Region Of Interesting）の画質を部分
的に保つことができれば，ユーザの好印象を得ることがで
きる．
本研究では，符号化されているMPEG-2ビットストリー

ムに含まれる情報から実時間で前景領域を抽出し，トラン
スコーダ内で画質の制御を行うことで，前景領域の画質を
保った低ビットレートの MPEG-2 ビットストリームを生
成するのが目的である．

2. 動画像からの領域抽出と提案手法
動画像からの領域抽出に関する研究は多く発表されてい

る．しかし，比較的精度の高い手法は符号化されたデータ
に対して処理を行う場合，フルデコード，つまり画素値ま
でデコードを行わなければならない．このため，実時間で
の前景領域抽出は困難であるという問題点がある [1]．処理
時間が短い手法には，カメラモーションがあると抽出が困
難であるという問題点がある [2]．
想定しているシステムはリアルタイムトランスコーダで

あるので，実時間処理が不可欠である．また，カメラモー
ションが限られてしまうのでは動画像配信として実用価値
が低い．そこでこの二つの問題点を解決できる手法を提案
する．図 1以下に提案手法の特徴を挙げる．
•実時間処理
入力画像として，MPEG-2フォーマットの動画像を対象と
しているので，その動画像をフルデコードすることなく，
ビットストリーム中に含まれる情報から短時間で前景領域
を抽出する．
•カメラモーションへの対応
カメラモーションに対応するために，まずカメラモーショ
ンを判定し，カメラモーションごとに前景領域判定方法を
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図 1 実験システム

切り替えることによって対応させる．今回は，パニングに
限った前景領域抽出法を提案している．カメラモーション
抽出には文献 [3]の手法を用いた．

2.1 カメラ固定時の前景領域抽出手法
領域判定には概念的には動き補償予測誤差の値を用いる．

マッチングの際のマクロブロック同士の係数の差を動き補
償予測誤差と定義する．今まで背景であった領域に前景領
域が重なる場合，マクロブロックとの差分は非常に大きく
なると考えられるので，そのマクロブロックは前景領域の
可能性が高い．
ところが，動き補償予測誤差が得られるのはデコード処

理の終段に相当するため，始めに述べたような高速処理に
は向かない．そこで実際の演算には輝度成分の DCT係数
最高次係数位置を用いる [4]．
また，MPEG-2では予測誤差の小さいブロックは有意ブ

ロックとは判定されず，符号化されずにスキップされてし
まう場合がある．この理由について，以下のような 2つの
場合が考えられる．
1.背景領域で予測誤差が少ないためにスキップ．
(動きベクトル小)
2.前景領域だが，マクロブロックが重なり，予測誤差が非
常に小さくなったためスキップ．
(動きベクトル大)
したがって，動きベクトルの絶対値と関連させて判定材料
に加える．

2.1.1 処理手順
処理手順を以下に示す．これらの処理は各ブロック (8*8

画素)について行う．
1.ピクチャタイプによって閾値を変化させる．
2.ブロックが有意ブロックかどうか判断する．
3.DCT係数最高次係数位置で閾値処理を行う．
4.動きベクトルの絶対値で閾値処理を行う．
5.有意ブロックであり，DCT係数，動きベクトルともに閾
値以上の領域を前景領域とする．
6.有意ブロックでなくても動きベクトルが閾値以上の領域
も前景領域とする．
7.整形処理によって最終的な前景領域を得る．

Iピクチャでは動きベクトルやDCT係数の差は存在しな
いため，ビットストリームに含まれる情報から前景領域を
判定することは困難である．そこでその Iピクチャを参照
している Pピクチャを用いる．この Pピクチャで抽出され
た前景領域が，予測の際に参照している Iピクチャの領域
を前景領域とする．

2.2パニング時の前景領域抽出手法
パニング区間では全体に動きベクトルが発生し，動き補

償予測誤差の値は全体的に大きくなると考えられる．した
がって，パニングの場合にはこの値を用いず，動きベクト
ルの値を用いる．まず、各マクロブロックの動きベクトル
の x方向成分について閾値処理を行い、絶対値の少ない領
域を前景領域とする．これは撮影者が動物体を追って撮影
していることから、背景に比べて前景領域のカメラ内での
動きが少ないと考えられるからである．さらに，Bピクチャ
でマクロブロックに関して 2つの動きベクトルが存在する
場合，2つのベクトルの角度差から動きの連続性（これを
信頼度と定義する）を得，連続性のあるマクロブロックは
カメラモーションによるものだとしてその領域を背景領域
とする．

I-pictureに関してはビットストリームに有用な情報が存
在しないため，カメラ固定時と同様の処理から前景領域を
求める．



表 1 実験画像 skate12M.m2vの内容
フレーム 0～48 48～199 200～529 530～589 590～600

動物体 なし あり あり あり なし
カメラ 固定 固定 パン 固定 固定

表 2 前景領域抽出割合 (%)
フレーム 0～48 48～199 200～529 530～589 590～600

従来手法 0 69 0 95 0 　　
提案手法 0 65 77 89 0 　　

また，この手法の前提としてカメラは動物体を追って撮
影しているので，前景領域はフレームごとに大きな移動は
見られないと考えられる．そこで得られた前景領域に対し
て膨張処理を行った後，前フレームでの前景領域と AND
処理を行うことで誤検出領域を削除する．

2.2.1 処理手順
処理手順を以下に示す．これらの処理は動きベクトルが

マクロブロック単位でしか値を持たないため，前景領域判
定もマクロブロック単位 (16*16画素)で行う．
1.ピクチャタイプによって閾値を変化させる．
2.画面全体の動きベクトルを格納し，x成分について閾値
処理をする．
3.Bピクチャだった場合，動きベクトルの信頼度を求める．
4.動きベクトルの x成分が小さく，信頼度の高い動きベク
トルを持つマクロブロックを前景領域とする．
5.整形処理を行い，前景領域を整形する．
6.前フレームの前景領域に膨張処理を行った後，求められ
た前景領域と AND処理を行い誤抽出領域を除去する．

3. 前景領域抽出，符号化実験実験結果
今回は，動画像から前景領域を抽出し，トランスコーダ

内で前景領域と背景領域で画質の制御を行う実験を行った．
トランスコーダ内では，量子化値を変化させる処理を背景
領域のみに行い，前景領域の画質を保った．
また，動画像の中の動物体は 1つで，4マクロブロック

以上の大きさとした．カメラモーションについてはパニン
グに限り，前景領域を追って撮影しているものとした．実
験画像について表 1に示す．

3.1 結果
前景領域抽出結果を図 2，3に示す．また，前景領域が抽

出できたと思われるフレームの割合を表 2に示す．
符号化実験の結果として 12Mbpsから 0.5Mbpsへbitrate

を削減した画像の前景領域部分の拡大図を図 4，5に示し，
符号量の関係を図 6に示す．

図 2 元画像 (左)，前景領域 (右)(カメラ固定時)

図 3 元画像 (左)，前景領域 (右)(パニング時)

3.2 考察
図 2，3より，従来手法では前景領域の抽出が不可能で

あった 200frame～529frameのパニングの区間で前景領域
の抽出が可能になっている事がわかる．

図 4 bitrate 削減後の拡大図．従来手法 (左)，提案手法
(右)（buss.m2v）

図 5 bitrate 削減後の拡大図．従来手法 (左)，提案手法
(右)（skate.m2v）
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図 6 符号量の関係

また，図 4，5より，前景領域に関して画質が保たれてい
ることがわかる．
しかし，図 6より，提案手法は画質制御を行うと前景領
域の分だけ符号量が増える，前景領域の増えた分の符号量
を背景領域で削減するようなアルゴリズムが必要である．

4. まとめ
今回は効率的なトランスコーディングを目的とした，動

画像MPEG-2ビットストリームからの前景領域抽出法に
ついて述べた．提案手法では，従来実時間処理では不可能
であったカメラモーションのある動画像からの前景領域抽
出処理が可能になった．また，符号化実験を行い，トラン
スコーダ内での画質制御による有用性を示した．
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